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臨検タイムス香川（293号） ２０１９年１２月

発行者：荒　井　　　健一般社団法人 香川県臨床検査技師会

日　　　時　；　2019年11月25日（月）　19：03～21：07

場　　　所　；　香川大学医学部附属病院　検査部技師室

出　席　者　；　荒井、宮川、松村、長町、小原、立石、小林、泉宮、横内、平内、太田、森本、花川、多田

　　　　　　　　時岡、山本

欠　席　者　；　高杉、高橋

司　　　会　；　荒井

書　　　記　；　山本

議 事 内 容　；　1．学術部報告

　　　　　　　　2．精度管理委員会報告

　　　　　　　　3．中四国支部内連絡会議・四研会会議報告

　　　　　　　　4．その他

　　　　　　　　　1）検体採取講習会報告

　　　　　　　　　2）令和元年度全国「検査と健康展」開催報告

　　　　　　　　　3）地域包括ケアシステム学会参加報告

　　　　　　　　　4）都道府県技師会ニューリーダー育成研修会について

　　　　　　　　　5）香臨技賛助会員（個人）及び正会員（香臨技のみ）について

　　　　　　　　　6）香臨技ホームページ委員会報告

議事１．学術部報告

＜長町学術部長より説明＞

　　　　□2019年度学術部活動報告

現時点で20以上の研修会が開催されており、日臨技助成金制度に申請できる20枠も終了している。

　　　　□第44回香川県医学検査学会について

　　　　　＊　2020年4月19日（日）開催予定。場所は香川県立保健医療大学を仮予約。テーマは『次世代の臨

床検査を考える（案）』としている。

　　　　　＊　教育講演は香川大学医学部附属病院病理診断科・病理部 羽場礼次 先生に、がんゲノム医療を中

心に学会テーマに沿った内容で依頼。

　　　　　＊　シンポジウムも学会テーマに沿った内容で、各部門において活躍する技師を中心に依頼予定。新

しい取り組みや人材育成、精度保証など幅広い内容で検討している。

　　　　　＊　一般演題は例年通り募集するが、定時総会も開催予定のため多くの時間は割けないと考えてい

る。

　　　　□技師会誌Vol.33 No.2について

　　　　　＊　論文6、資料1投稿あり。微生物3と血液1の論文が校正中、病理1と医療安全1の論文及び情報シス

テム1の資料が査読中。

　　　　　＊　特集は「チーム医療が求める臨床検査技師」のテーマで3題投稿あり。

　　　　　＊　臨床検査のトピックスは生理・輸血研究班は完了、臨床化学・免疫血清は未。臨床化学のトピッ

クスとして来年4月よりALPの測定方法と基準範囲が変更されることを書いてはどうかとの意見

あり。香臨技からの情報提供は必要との意見で一致した。

　　　　　＊　学会参加報告は血液研究班から第20回日本検査血液学会参加報告として、高松市立みんなの病院

の技師が投稿。

　　　　　＊　検査室紹介はさぬき市民病院が担当。

　　　　□2020・2021年度の体制について

　　　　　＊　学術部長の交代については現在協議中。

令和元年度 第4回 理事会議事録
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　　　　　＊　輸血検査研究班は2020・2021年度も班長1名、副班長2名の体制を継続したいとの申し出があっ

た。この体制を継続する理由としては、①急速な世代交代で班長・副班長が若くなったが，引き

継ぎが十分ではなく、運営を行うにはまだ不安があるため、②輸血検査研究班の実技研修は企画

も準備も相当な業務量が発生するため、とのこと。以上の状況をふまえて理事会で検討した結

果、異論なく了承された。

議事2．精度管理委員会報告

＜宮川副会長より説明＞

　　　＊　活動費が不足し、経理よりとりあえず20万円を補填してもらった。今年度の活動終了後に余れば経理

に返却する。

　　　＊　報告書は現在、香川県医務国保課が確認中。11/28（木）より印刷開始。報告書は200冊弱を印刷予

定。

　　　＊　香川県精度管理研修会は2/2（日）香川県社会福祉総合センター1階で開催予定。この研修会の中で日

臨技の滝野専務理事が「医療法の改正について」というテーマで講演を予定。医療法の改正について

の詳細な話があるので各施設で参加を呼びかけてほしい。

議事3．中四国支部内連絡会議・四研会会議報告

＜荒井会長より説明＞

11/1（金）に中四国支部内連絡会議・四研会会議が開催。主な内容は以下の通り。

［中四国支部連絡会議］

□日臨技理事会報告

7/27（土）、9/28（土）に開催。第69・70回全国学会の開催予定や『医療技術部門管理資格認定制

度』に関して千葉科学大学と事業提携を行うこと、支部学術部門員の変更について報告された。

□支部長会議報告

9/27（金）に開催。『検査診断薬の購入について』や『入会時の都道府県技師会の選択について』、

『メールアドレスの登録・運用について』などについて議論された。

□審議事項

令和2年度中四国支部医学検査学会について、シンポジウムや教育セミナーの企画のねらいや座長・

演者の確定状況について徳島県の中尾会長より報告された。また『支部学会における学術企画の立

案』の運用方法について提案があった。

［四研会会議］

愛媛県の高村会長より「四県合同研修会の運営要領（案）」が提示された。内容はシンプルで分かり

やすいものとなった。特に責任者の項については「責任者は各県会長とし、各事業報告および計画

書、並びに予算・決算報告書を監査する」とされた。

議事4．その他

1）検体採取講習会報告

＜荒井会長より説明＞

10/13（日）～14日（月）にレクザムホールにて開催。受講者は約250名。今回で香川県での開催は最

後となる。

2日目には急遽、日臨技の宮島会長が来県され、検体採取や技師連盟の事について15分程度話をされ

た。

香川県会員の修了率は80.8％、ただし今回開催分の修了者が入っていないため、最終的な修了率は若干

上がると思う。

2）令和元年度全国「検査と健康展」開催報告

　＜山本より説明＞

10/19（土）に香川県立保健医療大学で全国「検査と健康展」を開催した。来場者201名に対し、日本

臨床検査専門医会から派遣された医師2名と実務委員36名で対応した。昨年、混雑した血液検査のコー

ナーは装置の台数を増やし、先着100名のみの実施とした。イベントは大きなトラブルもなく終了し

た。

来場者へのアンケートは集計したので理事各自で確認すること。

3）地域包括ケアシステム学会参加報告

　＜小林広報部長より説明＞

11/3（日）にかがわ国際会議場およびサンポートホール高松で開催。小林広報部長・森本理事が参加し

た。
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香川県知事や経済産業省の方も参加されており、国や県がこの分野に力を入れていることが伺えた。一

般演題は理学療法士、介護士、看護師、臨床工学技士など幅広い職種が発表しており、香川県立保健医

療大学の看護師の発表もあった。臨床工学技士の発表は在宅酸素に関する内容であった。香臨技からは

松井病院の横田氏が「当院における認知症検査（神経心理学的検査）について」の発表をした。

医療・介護・認知症領域だけではなく、教育も含めたとても広い範囲が対象の学会であり、臨床検査技

師が今後どう関わっていくかを考えるとても良い場だと思った。

今回の参加報告に対して以下の意見があった。

　＜意見＞

　　　　・今後も香臨技から演題を継続的に出す必要があるのであれば、在宅で行う簡単な検査へのアドバイス

やアーチファクトなど伝えてはどうか（こういう風に検査装置を扱えばよいとか，トラブル時の対応

など）。

　　　　　在宅で行える検査はどこまでできるのかの紹介や検査精度に関する情報提供でもよいと思う。

　　　　・薬剤師会は在宅でPOCTでの簡単な検査プラス通常の薬剤業務をしようとしている。それをされると

臨床検査技師の業務の幅や活躍の場が狭くなる。香臨技も会員も、もっと危機感を持つべき。

4）都道府県技師会ニューリーダー育成研修会について

　＜太田理事より説明＞

香臨技ニューリーダー育成研修会について当初2/9（日）としていたが，日臨技から派遣される講師の

日程の都合がつかず3月開催を打診されている。内容は日臨技講師による「次世代のリーダーに求める

もの」というテーマでの講演やプロジェクトマネジメント能力育成のためのグループワークを検討して

いる。

5）香臨技賛助会員（個人）及び正会員（香臨技のみ）について

　＜荒井会長より＞

以前より懸案事項であった、賛助会員（個人）・正会員（香臨技のみ）について定款と照らし合わせ、

考え方を以下のようにしてはどうかと思う。

□　賛助会員（個人）　→　(対象者）臨床検査技師以外で香臨技に入会希望の人。

　　　　　　　　　　　　 （会員証）賛助会員（個人）会員証［青色］

□　正会員（香臨技のみ）→（対象者）臨床検査技師で日臨技には入会せず香臨技のみ入会希望の人。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨床検査技師は原則、日臨技・香臨技両方入会。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　『香臨技のみに入会希望の人』とは定年退職後に香臨技だけは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　入会しておきたいという人などを想定している。

　　　　　　　　　　　　　（会員証）香臨技正会員証［緑色］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日臨技にも入会している人は日臨技の会員証を使用する。

6）香臨技ホームページ委員会報告

＜花川理事より説明＞

香臨技ホームページのリニューアルについて、11/7（木）に花川理事、小林広報部長、情報システム研

究班熊野氏・高坂氏の4名で打合せを行い、進捗状況の確認や課題の洗い出しなどを行った。

＜進捗状況＞

10/8（火）までに3社と面談を行った。その内1社から辞退の申し出があり、残り2社での検討となっ

た。2社の力量や費用の比較を行った。

＜今後の課題＞

　　　　・新しいホームページの運用が開始になった時、その管理業務をどの部門が担当するのかを組織図に明

記し、手順を明確化する必要がある。ホームページ委員会としては広報部が管理・運営し、情報シス

テム研究班がメンバーに加わり支援するという形がいいのではないかと考えている。

　　　　・現在使用しているレンタルサーバーの契約内容が不明なので、契約内容を確認するとともに解約に係

る事務手続きも確認する。

＜決定事項＞

　　　　・株式会社コンチネントとリニューアルに向けて話を進めていく。

　　　　・新しいホームページを運用開始後、2か月間は臨検タイムスも同時発行し周知を行う。そのあとペー

パーレスに切り替える。



－4－

①　2019年度 第1回 臨床化学検査研究班研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：香西　宣秀　 ☎ 087－876－1145
日　時：2020年1月16日（木）19：00～20：00
場　所：キナシ大林病院　3階会議室
内　容：「 IFCCへの切替についてどう準備されていますか？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井　隆行（ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社）
参加費：200円　　生涯教育研修：専門20点

②　2019年度 香臨技・四県合同研修会(病理・細胞検査研究班)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：虫本　一平　 ☎ 0875－52－3366
日　時：2020年1月18日（土）13：00～17：00
場　所：サンポートホール高松　61会議室
内　容：講演１「薄切時における現象と対策」　　　山本　竜一（大和光機工業株式会社　営業部）
　　　　講演２「免疫染色とがんゲノム～求められる病理学検査～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳田絵美衣 先生（慶應義塾大学医学部腫瘍センター）
　　　　シンポジウム「医療安全について考える」病理検体取り扱いマニュアルを基に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演者：虫本　一平（三豊総合病院　中央検査科）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演者：筒井　真人（高松赤十字病院　検査部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演者：松永　　徹（香川大学医学部附属病院　病理部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演者：谷澤　純子（㈱四国細胞病理センター）
参加費：1,000円　　　生涯教育研修：専門20点　認定病理検査技師更新単位：申請中
申込み：日臨技ホームページ内の会員専用サイト（事前参加登録）から申し込みください。
締切り：2019年12月31日（予定）　　　定　員：80名
備　考：詳細は臨検タイムスに同封した研修会案内をご確認ください。

③　2019年度 第5回 輸血検査研修会　　 連絡責任者：鬼松　幸子　 ☎ 0877－46－1011
日　時：2020年1月18日（土）14：00～16：00
場　所：回生病院　新館5階　大会議室 
内　容：テーマ：「輸血と免疫」
　　　　講演１：基礎から学ぶ免疫学　獲得免疫～特に抗体産生に至るまで～
　　　　　　　　　　　　　　舩本　康申（（社医）大樹会　総合病院　回生病院　病理診断科 ）　
　　　　講演２：輸血検査における抗体への対応～同種抗体から自己抗体まで～  
　　　　　　　　　　　　　　小黒　博之（バイオ・ラッド　ラボラトリーズ　株式会社）　
参加費：200円　　　生涯教育研修：専門20点

④　2019年度 愛臨技・四県合同研修会（臨床化学検査研究班）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡責任者：香西　宣秀　 ☎ 087－876－1145
日　時：2020年1月26日（日） 9：30～15：30（9：00受付開始）
場　所：松山赤十字病院　北棟　多目的ホール他
内　容：「糖尿病とPOCT」
参加費：3,000円（非会員 5,000円）　　　生涯教育研修：専門20点
申込み：別添申込用紙に必要事項をご記入のうえFAXでお申し込みください
締切り：2020年1月10日（金）までにお申し込みください
備　考：詳細につきましては別添の案内状をご参照ください

⑤　2019年度 高臨技・四県合同研修会（輸血検査研究班）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：鬼松　幸子　 ☎ 0877－46－1011
日　時：2020年 1 月 26 日（日）12：30 ～ 16：30 （12：30～13：00 受付）
場　所：高知医療センター くろしおホール  
内　容：テーマ「緊急輸血・大量輸血 ～指針改正～」 
　　　　講演１：「 血液センターからのお知らせ～指針改正等～」 北川　晋士（高知県赤十字血液センター）                
　　　　講演２：「 当院での大量出血症例について」（仮題） 髙橋　祐香（香川大学医学部附属病院 輸血部） 
　　　　講演３：「緊急輸血、大量輸血～当院における現状と課題～」（仮題）
　　　　　　　　　　　　片岡　美紀（愛媛県立中央病院 輸血部） 
　　　　講演４：「緊急輸血への対応、本院の現状と課題について」  
　　　　　　　　　　　　篠原　正勝（徳島県立中央病院 医療技術局 検査技術科）
　　　　特別講演：「緊急時、大量出血時の輸血療法」（仮題）                
　　　　　　　　　　　　杉本　和彦（医療法人近森会 近森病院  救命救急センター（ER） 総合診療科部長）
参加費：2,000円　　　生涯教育点数：専門 20 点  
申込み：参加申込書にて2020年 1 月 19 日（日）までに FAX で申込してください。
備　考：詳細は臨検タイムスに同封した研修会案内をご確認ください。

《研修会のご案内》
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⑥　2019年度 香川県細胞検査士会・病理研究班合同研修会
　　　連絡責任者：虫本　一平　 ☎ 0875－52－3366　　　下浦　泰昌　 ☎ 087－811－3333（内線2639）
日　時：2020年2月1日（土）13：00～16：00
場　所：香川大学医学部　3階鏡検実習室
内　容：「呼吸器系の細胞診」　講義及び鏡検実習　　　柿沼　廣邦（北里大学病院）
参加費：無料　　　生涯教育研修：専門20点・細胞検査士クレジット申請中
備　考：香川県細胞診検査士会との合同研修会です。
　　　　細胞診に興味のある方、勉強中の方どなたでも参加できます。ぜひ参加してください。

⑦　2019年度 香川県精度管理研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡責任者：宮川　朱美　 ☎ 087－881－3663（検査科直通）
日　時：2020年2月2日（日）13：00～17：00
場　所：香川県社会福祉総合センター1階　コミュニティホール　
内　容：令和元年度 香川県外部精度管理調査の報告
　　　　医療法等の一部改正に伴う関係省令の改正について（医療現場での対応方法等について）　
申込み：香川県より事前申し込み通知があります
備　考：研修会には令和元年度香川県精度管理調査報告書と会員は会員証を必ずご持参ください。

⑧　2019年度 第5回 生理検査研修会　 連絡責任者：中石　浩己　 ☎ 087－898－5111（内3680）
日　時：2020年2月9日（日）10：00～12：00
場　所：香川県済生会病院 7階大ホール
内　容：呼吸機能検査　
　　　　「スパイロメトリーの基礎知識」　　西貝　　学（チェスト株式会社 営業本部）
　　　　「呼吸器疾患と呼吸機能検査」　　　坂東　修二（香川大学医学部附属病院 呼吸器内科）
参加費：200円　　　生涯教育研修：専門20点
申込み：日臨技ホームページから参加登録をお願いします。

⑨　 2019年度 第2回 血液検査研修会　 連絡責任者：杉　　理恵　 ☎ 087－811－3333
日　時：2020年2月14日（金）19：00～20：30
場　所：香川大学医学部附属病院　検査部
内　容：症例検討（仮）　　安藤　涼子（三豊総合病院）、藤村　一成（三豊総合病院） 
参加費：200円　　　生涯教育研修：専門20点

⑩　2019年度 日本臨床衛生検査技師会中四国支部 染色体・遺伝子部門研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡責任者：山川けいこ　 ☎ 087－891－2111
日　時：2020年2月29日（土）・3月１日（日）
場　所：広島大学　医学部　医学部講義室　形態学実習室
内　容：テーマ「ALDH2遺伝子変異検出のための３つの遺伝子検査ハンズオン」
　　　　末梢血からのDNA抽出とアルコール代謝酵素ALDH2遺伝子変異解析実習を通して遺伝子検査の基礎を
　　　　学びます。
参加費：日臨技会員の方：5,000円　　　日臨技非会員の方：8,000円
申込先：申込書をFAXまたは郵送、メールにて申し込みください。
締切り：2002年2月14日（金）まで
定　員：24 名
備　考：プログラム、申込方法の詳細は臨検タイムスに同封した研修会案内または日臨技HPをご確認ください。

＊研修会の参加には、会員証を必ず御持参ください。

　　　　　　注．臨床検査技師免許取得の方で非会員の場合は、参加費として7,000円を頂きます。
　　　　　　　　尚、学生は無料。他職種の方は、会員と同額です。

＊研修会については、香臨技、および日臨技ホームページをご参照下さい。



　令和という新しい時代になったのも束の間、あっという間に12月に

なってしまいました。個人的には色々なご縁のおかげで、中四国学会

など様々な経験をさせて頂きました。来年も何か一つでも自分を成長

させられるよう、色々な事に挑戦していきたいです。では、皆様よい

お年を。

藤重　和久（永生病院）
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臨検タイムス香川　通巻 293 号
【発　行　所】
　　一般社団法人  香川県臨床検査技師会
　　〒761-0704  香川県木田郡三木町下高岡2695-13
　　事務局携帯電話 090-5913-1385
【編集責任者】　小林 万代　 山本 直子
【編 集 委 員】　藤重 和久　 十川 直美　 森西 起也　 
【印　　　刷】　有限会社シーアンドシーイシハラ 
　　　　　　　　令和元年12月印刷・発行

臨検タイムス原稿送付先
　〒761-0104  香川県高松市高松町2365
　医療法人社団　海部医院
　小林　万代まで
　TEL087-843-3666   FAX087-843-3667
　Eﾒ-ﾙ : kobaboobu0128@hotmail.co.jp

＊臨検タイムス香川は、香臨技ホームページで
　見ることができます。
 （ユーザー名 karingi2008　パスワード 0001）

・ 編 集 後 記 ・

～ 香臨技 求人情報 ～

現在、三船病院、香川大学医学部附属病院、香川県立中央病院、その他の

求人情報があります。

詳しくは、香臨技ホームページをご覧ください。

求人募集依頼の連絡先：立石　謹也（福祉部長・香川県立保健医療大学） 

　　　　　　　　　　　アドレス：tateishi@chs.pref.kagawa.jp

　つきましては，下記の要領にて一般演題を募集いたしますので奮ってご応募ください．

記載事項：①会員番号，②氏名（漢字），③氏名（カナ），④所属（施設名），⑤連絡先の電話番号，

　　　　　⑥演題名，⑦発表内容の部門，⑧E-Mailアドレス（携帯電話アドレスの場合は，下記アドレス

　　　　　を受け取れるように設定してください）

演題締切：2020年1月31日（金）　　　抄録締切：2020年2月14日（金）

発表形式：口演7分，質疑3分（PowerPointに限る　PCプロジェクターを使用）

申 込 先：高松赤十字病院　長町　健一

Ｔ Ｅ Ｌ：087-831-7101（内線1560），E-Mail：954nb9@bma.biglobe.ne.jp

※一般演題は，学生および賛助会員の方からも受け付けています．

第44回香川県医学検査学会のご案内，および一般演題募集のお知らせ

　令和2年度年会費は、ご登録の口座から 令和2年2月27日（木）に 年会費10,000円および香川県会費7,000円
の合算された額が引き落とされますので、銀行口座の残高をご確認くださいますようお願いします。

　また、令和2年度に入会（新入会・再入会）を希望される方、および令和1年度で退会を希望される方は所定の

手続きを行ってください。詳しくは、日臨技ホームページをご参照ください。

日臨技 会費納入 および 入会手続き・退会申請について

会　期　︓　2020年4月19日（日）
会　場　︓　香川県立保健医療大学 大講義室
テーマ　︓　「次世代の臨床検査を考える（仮題）」




